
医療技術の進歩に伴い障害の様態は多様化し、医療的ケア児者ならびに超高齢社会の要介護高齢者への
歯科的対応は、今や歯科医療者にとって必須です。多様な症例から学び、臨床力を体系的に高めていきます。

障がい者歯科
業
績
・
能
力

（
P
e
rf
o
rm
a
n
c
e
）

キャリアの獲得

入局初年度

学会への入会
障害者歯科・老年歯科
摂食嚥下リハビリテーション

研修医

障害者歯科認定医・老年歯科認定医

障害者歯科専門医
老年歯科専門医

障害者歯科指導医
老年歯科指導員

入局3年目

入局5年目

入局10年目

摂食嚥下リハビリテーション認定士

口腔保健センターなどでの指導
地域療育センター・障害者施設での指導・研修会講師

入局11年目以降

学会へ参加
専門分野における
臨床技術の習得

障がい者歯科でのキャリアパス

障害児者、高齢者への対応
行動調整（行動療法・全身麻酔下歯科治療）
摂食嚥下機能評価（VF/VE）・診断・リハビリテーション
訪問診療（医療的ケア児者・摂食嚥下障害児者）など

老年歯科医学会
認定医・専門医・指導医

障害者歯科学会
認定医・専門医・指導医

摂食嚥下リハビリテーション
学会
認定士

地域医療
地域包括ケアシステム

訪問診療

中途障害者の
摂食嚥下リハビリテーション

老年病（認知症等）

口腔機能低下症

要介護高齢者

栄養管理

フレイル，サルコペニア

身体障害者
(内部障害含む）

精神障害者

行動調整

合理的配慮､
意思決定支援先天性疾患・医療的ケア児者への

摂食嚥下ハビリテーション

発達障害者、知的障害者

多職種連携隣接医学・医療

医療的ケア児・者

今後最も重要な超高齢社会の医療で活躍できる歯科医療の
認定医、専門医となり、総合老年・障害者歯科専門医を目指す！

摂食嚥下を含めた口腔健康管理の専門家として、多職種連携の
主役となり、どんな患者さんにも対応ができる臨床技術の取得！


